
「家庭でできる簡単料理に挑戦」
～ パパと子どものクッキング ～
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● 瀬戸内国際芸術祭2019秋会期
● 子育ち掲示板
● 子どもの健康相談室
● 消費税率改定に伴い料金を改定します
● インフルエンザ予防接種を受けましょう
● オリーブオイルを作ってみませんか
● 日本遺産を応援していただける
　 企業・団体・個人を募集します
● まちのわだい
● くらしの情報
● くらしのカレンダー
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さらなる希望へ、
瀬戸内の秋。
瀬戸内国際芸術祭 2019

　瀬戸内国際芸術祭2019のフィナーレを飾る秋会期が9月28日から開幕しています。
　小豆島では、春・夏会期と国内外からのたくさんの人で賑わいました。迎えた季節は「芸術の秋」。現代
アートを楽しむことはもちろん、瀬戸内国際芸術祭を通して、小豆島の文化や歴史などの新たな魅力を発
見したり、世界各国の人々との交流を楽しんでください。

秋 会 期 開 幕 9月28日（土）➡️11月4日（月・振休）

あつまる秋、注目のイベント　ままごと 「芝生男女」
10 月 25 日㈮～ 27 日㈰　17 時から　公演場所は毎日変わります！

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０

１
３
か
ら
坂
手
と
醤
の
郷
を
中

心
に
「
港
の
劇
場
」
を
展
開

し
て
き
た
劇
作
家
・
演
出
家
の

柴
幸
男
氏
率
い
る
劇
団
「
ま
ま

ご
と
」。《
人
々
が
行
き
交
う
場

所
＝
港
全
体
を
劇
場
に
す
る
》

こ
と
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
島

民
、
そ
し
て
小
豆
島
に
来
島
し

た
人
々
が
出
会
う
場
を
創
り
た

い
と
の
想
い
か
ら
「
港
の
劇

場
」
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

小
豆
島
に
長
期
滞
在
し
、
島

の
地
理
や
文
化
な
ど
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
豆
島
で

し
か
生
み
出
せ
な
い
演
劇
や
音

楽
を
創
作
す
る
な
ど
継
続
的
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た

２
０
１
５
年
に
は
、
旧
小
豆
島

高
校
で
一
番
歴
史
の
古
い
旧

体
育
館
で
劇
団
の
代
表
作
で
あ

る
劇
場
作
品
「
わ
が
星
」
を

上
演
、
町
内
に
あ
る
小
学
校

の
特
別
支
援
学
級
を
対
象
と

し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行

う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
深
く
小

豆
島
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
９
で
は
、「
ま

ま
ご
と
」
と
ダ
ン
サ
ー
・
振
付

家
の
康
本
雅
子
氏
に
よ
る
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
「
芝
生
男
女
」
が
上
演

さ
れ
ま
す
。
小
豆
島
で
こ
の
作

品
を
上
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
静
岡
県
で
行
わ
れ

た
ス
ト
リ
ー
ト
シ
ア
タ
ー
フ
ェ

ス 

ス
ト
レ
ン
ジ
シ
ー
ド
静
岡

２
０
１
９
に
「
ま
ま
ご
と
×
康

本
雅
子
」
名
義
で
参
加
し
た

際
、
野
外
で
の
上
演
を
見
た

柴
氏
の
「
こ
の
作
品
を
小
豆

島
で
上
演
し
た
い
」
と
い
う
想

い
の
込
も
っ
た
一
言
で
し
た
。

　

光
が
降
り
注
ぐ
小
豆
島
の
地

に
降
り
立
つ
男
女
。「
ま
ま
ご

と
」
と
小
豆
島
の
新
し
い
軌

跡
を
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

＊
ま
ま
ご
と

　
　
　
　「
芝
生
男
女
」
＊

【
公
演
に
つ
い
て
】

●
場
所　

池
田
の
桟
敷
（
池
田
）

　

日
時　

10
月
25
日
㈮

　
　

17
時
開
演（
16
時
30
分
受
付
）

　

駐
車
場　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

　

ピ
ス
ト
ン
バ
ス
運
行

　
　

ふ
る
さ
と
村
→
池
田
の
桟
敷

　
　

16
時
20
分
～
16
時
40
分

●
場
所　

二
十
四
の
瞳
映
画
村
内

　
　

木
造
校
舎
（
田
浦
）

　

日
時　

10
月
26
日
㈯

　
　

17
時
開
演（
16
時
30
分
受
付
）

●
場
所　

瀬
戸
の
浜
海
岸

　
　
　
　
（
坂
手
）

　

日
時　

10
月
27
日
㈰

　
　

17
時
開
演
（
16
時
～
16
時
30

　
　

分
坂
手
案
内
所
ｅ
ｉ
前
で

　
　

受
付
）

　

駐
車
場　

坂
手
港
町
営
広
場

　

ピ
ス
ト
ン
バ
ス
運
行

　
　

坂
手
港
→
瀬
戸
の
浜

　
　

16
時
30
分
～
16
時
50
分

料
金　

５
０
０
円

※
瀬
戸
芸
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で

無
料
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

二
十
四
の
瞳
映
画
村
で
の
公
演

は
別
途
入
場
料
が
必
要
で
す
。

予
約
方
法

鑑
賞
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
ま
ま
ご
と
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ま
ご
と

☎
０
９
０
︱
２
５
６
１
︱
８
７
３
０撮影：山口真由子
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　You は何しに小豆島へ？
　8 月の週末に、英会話研修クラスの
生徒さんと中山地区で展開されてい
る瀬戸内国際芸術祭 2019 の作品「小
豆島の恋」（ワン・ウェンチー）を訪れ、
小豆島にお越しになった外国人観光

客の方々に英語でインタビューしました。今回は
その中で心に残ったフレーズやコメントを 2 つご
紹介します。
質問：What kind of Japanese food do you like?
解答：I like Japanese sushi.
　日本食で好きなものを尋ねたところ、香港から
来た小さな女の子は「香港でもお寿司は食べられ
るけれども、日本で食べるお寿司が好き」といっ
てこのコメントをされました。
There are 4000 bamboo trees used for this 
artwork. 
　海外からのお客さまにアート作品の説明ができ
るよう用意していったのですが、お客さまが一番
関心を示したのは、この作品には 4000 本の竹を

使っているという情報でした。私たちはワン・ウェ
ンチーさんと中山の方たちの熱い仲間意識などを
お伝えしたいと思っていたのですが、観光客の方
は私たちとは全く違う感覚で作品を鑑賞されてい
るというのが、よくわかる体験でした。
　この英語インタビューで、伝えたい、コミュニ
ケーションしたい、という思いがあれば会話が成
り立ち、楽しいひと時を共有できることを生徒さ
んたちが立証してくださいました。これからも小
豆島町英会話研
修では、使う楽
しい英語を目指
してクラスを実
施していきます。
ご興味のある方
は覗きにいらし
てくださいね。

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

　瀬戸内国際芸術祭 2019 では、海外からのお客さまもたくさん小豆島を訪れてくださっています。
瀬戸内国際芸術祭実行委員会の発表では、春会期の来場者の約 22％（前回 2016 年は春・夏・秋会
期を通じて約 13％）が海外からお越しでした。
　世界に向けて、英語で小豆島の魅力を伝えるメッセンジャーの育成を目指し、開講している町英
会話研修受講者の皆さんが、中山地区にある作品「小豆島の恋」（ワン・ウェンチー）の作品内で出
会った素敵な笑顔をご紹介します。

アメリカとフィリピン出身のお
二人。知り合いに瀬戸芸を勧め
られて来たそうですが、「大変
美しい場所！」と感動していま
した。

ワン・ウェンチーさんのファン
クラブメンバーのお二人は台湾
から来られました。「小豆島は
素晴らしい場所！」と楽しんで
いました。

香港から来られたご家族は、日本
に 60 回ほど来られているそう。
瀬戸芸には初めて来たそうで、小
豆島は「静かで居心地のいい場所」
とお話してくださいました。

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

世界各国から、ようこそ小豆島へ。世界各国から、ようこそ小豆島へ。
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小
豆
島
町
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
対
象

国
保
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　

小
豆
島
町
で
は
、
健
診
を
受

け
た
り
、
健
康
に
関
す
る
教
室

に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
を
小
豆
島
町
商
品
券
と
引
き

換
え
た
り
、
福
祉
・
教
育
機
関

へ
の
寄
付
が
で
き
る
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

を
受
診
す
る
と
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
を
５
ポ
イ
ン
ト
獲
得
で
き
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
方

法
、
交
換
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

40
歳
以
上
で
受
診
日
現
在
に

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

※
そ
れ
ぞ
れ
５
月
末
頃
に
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
額

　

６
０
０
円

※
40
歳
代
の
方
は
無
料

受
診
方
法

　

①
か
②
の
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
、
期
間
中
に
１
回
受
診
で
き

ま
す
。

①
指
定
医
療
機
関
で
受
診

　

10
月
31
日
㈭
ま
で

②
集
団
健
診
で
受
診

　

左
記
の
日
程
で
実
施

※
人
間
ド
ッ
ク
と
こ
の
健
診
の

両
方
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
ん
だ
も
ん
ね
！

問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　下記のとおり12月にがん検診を行います。今年度最後の機会ですので、ぜひ受診しましょう。なお、
乳・子宮頸がん検診は、昨年度受診された方は受診できません。
　受診を希望される方は、10 月 18 日㈮までに健康づくり福祉課（☎82-7038）へお申し込みください。
前回（胃がんは昨年、乳・子宮頸がんは2年前）受診された方は町から受診のご案内を送付しますので、
直接会場にお越しください。

胃がん検診
（バリウム検査）

内　　　容

12月15日㈰

12月10日㈫
12月15日㈰
12月16日㈪
12月17日㈫

12月15日㈰

日　程

40歳代：1,700円
50歳以上：1,400円

対象者 料　金

8：30～10：30

9：00～11：00
13：00～14：30

9：00～11：30
13：00～15：30

13：00～15：00

時　間 場　　　所

乳がん検診
（マンモグラフィ検査）

乳がん検診
（超音波検査）

子宮頸がん検診

内 海 福 祉 会 館

小豆島町役場西館

イマージュセンター

イマージュセンター

イマージュセンター

イマージュセンター

胃がん・乳がん・子宮頸がん検診のご案内胃がん・乳がん・子宮頸がん検診のご案内

40歳以上 1,600円

1,200円

1,300円

40歳以上
の女性

20歳以上
の女性

30歳～
39歳の女性

日　程 受付時間 実施場所

11月６日㈬

11月７日㈭

11月10日㈰

11月12日㈫

11月11日㈪

11月19日㈫

11月20日㈬

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～10：30

13：30～14：30

10：00～11：00

10：00～10：30

14：00～14：30

10：00～11：00

10：30～11：00

10：30～11：00
※済生丸での受診です。

集団健診日程表

草 壁 公 民 館

働 く 婦 人 の 家

坂 手 公 民 館

福 田 公 民 館

イマージュセンター

西 村 公 民 館

三 都 公 民 館

内 海 福 祉 会 館

田 浦 漁 港 ※

堀越サノヤス前岸壁※



2019.105

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

保
険
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

被
保
険
者
が
、
病
気
や
け
が

に
よ
り
保
険
医
療
機
関
等
に
か

か
る
と
き
、
保
険
証
を
提
出
す

れ
ば
、
被
保
険
者
は
か
か
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
窓
口

で
支
払
い
、
残
り
の
額
は
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
か
ら
保
険
医
療
機
関

等
に
支
払
い
ま
す
。

○
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　

次
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
全

額
を
本
人
が
支
払
い
、
あ
と
か

ら
役
場
の
窓
口
へ
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
額
以

外
の
部
分
が
「
療
養
費
」
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
や
む
を
得
ず
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
持
た
な
い
で

診
療
を
受
け
た
と
き

◦
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け

た
と
き
（
治
療
目
的
は
除
く
）

◦
緊
急
の
手
術
や
重
病
な
ど
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

医
師
が
認
め
た
入
院
、
転
院

を
す
る
場
合
で
か
つ
救
急
車

で
の
搬
送
が
困
難
な
移
送
と

な
っ
た
と
き

◦
医
師
の
指
示
で
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
療
用
装
具
を
作
っ

た
と
き

10
月
17
日
～
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

◦
医
師
の
同
意
を
得
て
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・

灸
の
施
術
を
受
け
た
と
き

柔
道
整
復
の
か
か
り
方

　

柔
道
整
復
（
接
骨
院
・
整
骨

院
）
と
は
、
骨
や
関
節
・
筋
肉

の
け
が
の
治
療
・
応
急
手
当
を

目
的
と
す
る
施
術
で
す
。

保
険
が
使
え
る
施
術

◦
打
撲
、
ね
ん
ざ

◦
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

◦
骨
折
・
脱
臼

※
応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

全
額
自
己
負
担
に
な
る
施
術

◦
単
な
る
肩
こ
り
、
腰
痛
、
肉

体
疲
労

◦
特
に
け
が
は
な
い
が
、
気
持

ち
が
い
い
か
ら
受
け
る
も
の

◦
症
状
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長

期
の
治
療　

な
ど

○
接
骨
院
・
整
骨
院
に

か
か
る
と
き
は

◦
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え

て
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
一

度
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

接
骨
院
・
整
骨
院
か
ら
の
請

求
の
中
に
は
保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
施
術
に
つ
い
て
の
請
求

や
、
不
適
切
な
請
求
が
見
つ
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

適
正
な
保
険
給
付
の
た
め
に

調
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

ま
た
は
香
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
被
保
険
者
の

方
に
「
負
傷
原
因
」、「
施
術
年

月
日
」、「
施
術
内
容
」
な
ど
を

照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

　

薬
は
私
た
ち
の
健
康
を
守
る

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
薬
と
の
上
手
な
つ
き

あ
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
お
薬
手
帳
」
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重
複
、

副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
お
薬
手
帳
は
必
ず
病
院
や

薬
局
へ
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」

を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局

を
持
て
ば
、
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
る
場
合
で
も
、

薬
の
情
報
を
ま
と
め
て
継
続
的

に
管
理
し
て
も
ら
え
ま
す
。

「
残
薬
」
が
あ
り
ま
せ
ん
か

　

飲
み
忘
れ
、
飲
み
間
違
い
な

ど
か
ら
、
残
っ
て
い
る
処
方
薬

の
こ
と
を
「
残
薬
」
と
言
い
ま

す
。
残
薬
が
あ
る
時
は
薬
剤
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
有

効
成
分
は
同
じ
で
効
き
目
に
違

い
は
な
く
て
も
価
格
が
安
い
医

薬
品
で
す
。
飲
み
や
す
さ
や
使

用
感
が
改
良
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

「
薬
剤
耐
性
菌
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か

　

抗
菌
薬
の
不
適
切
な
使
用
に

よ
り
、
抗
菌
薬
が
効
き
に
く
い

細
菌
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。医
師
・

薬
剤
師
の
指
示
を
守
り
、
抗
菌

薬
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

夜間の急病やけがで困った
時は、まず救急電話相談を

ご利用ください。
☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：☎087-812-1055
受　　付：毎日19時～翌朝8時
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☎
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健 康 教 室 の ご 案 内

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

「高血圧を予防しよう」
〜 ソルセイブで味覚チェック 〜

日　時：10 月 4 日㈮　10 時～ 11 時
場　所：小豆島町役場西館１階　保健センター
対象者：74 歳までの町内在住者
内　容：測定と管理栄養士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
定　員：20 人 
申込期限：10 月 2 日㈬
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

〈 

気
を
付
け
た
い
赤
ち
ゃ
ん
の
風
邪　

～
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
～ 

〉

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

山
　
本
　
真
由
美
先
生

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

457Kcal
　18.1ｇ
　19.1ｇ
170mg
　3.1ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（4人分）

❖作り方

食パン（４枚切り）４枚
ハム　　　　　８枚
レタス　　　　４枚

トマト　　　中１個
きゅうり　　　１本
スライスチーズ　４枚

シーザーサラダ
ドレッシング　大さじ４
マスタード　小さじ４

食パンは横半分に切ってサンドイッチサイズにし、両面に焼き色が
つく程度にフライパンで焼く。
レタスは洗って水気を除き、はさみやすい大きさにちぎる。トマトは半
分に切り、５㎜厚さの輪切りにする。きゅうりは斜め薄切りにする。
食パンの１枚の半面にドレッシングを塗り、もう１枚の半面にマス
タードを塗る。
ドレッシングを塗った方にレタス、トマト、きゅうり、ハム、チーズを
のせ、マスタードを塗った食パンをのせてなじませてから切る。

①

②

③

④

BLT風サラダサンド

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区

　10月３日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

　10月17日 中山・蒲生・池田

　10月24日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りの送迎は15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

全
身
で
呼
吸
す
る
よ
う
な
息
苦

し
い
様
子
は
な
い
か
、
注
意
し

て
み
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
症
状
で
あ
れ
ば
必
ず

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
呼
吸
が
し
ん
ど
そ
う
な

場
合
に
は
、
早
め
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

検
査
と
し
て
は
、
鼻
汁
を
用

い
て
の
迅
速
検
査
が
あ
り
ま
す

が
、
外
来
で
は
1
歳
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
に
し
か
実
施
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
保
育

園
で
流
行
っ
て
い
る
か
ら
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
し
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
受
診
は
避
け

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

お
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
加

湿
、
水
分
摂
取
、
痰
が
出
や
す

い
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

最
初
の
治
療
で
あ
る
た
め
、
感

染
予
防
が
大
事
で
す
。
咳
や
鼻

水
と
い
っ
た
風
邪
の
症
状
が
あ

る
と
き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
宅
へ
の
訪
問
を
避
け
る
心
遣

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
が
緩
む
と
、
一
気

に
秋
の
気
配
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
、

風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
り
が
ち

で
す
。

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
風
邪
の

ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
で
、
保
育
園

な
ど
で
流
行
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。大
人
や
年
長
児
が
か
か
っ

て
も
普
通
の
風
邪
の
症
状
で
済

み
ま
す
が
、
生
ま
れ
て
数
か
月

の
赤
ち
ゃ
ん
、
未
熟
児
や
心
臓

に
病
気
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
な
ど

が
か
か
る
と
、
呼
吸
障
害
が
進

行
し
や
す
く
、入
院
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
小
児
科
医
に
と
っ

て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
か
か
る
風

邪
の
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
嫌
な
ウ
イ

ル
ス
で
す
。

　

小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
が
咳
を
し

た
ら
、
ご
機
嫌
は
ど
う
か
、
母

乳
や
ミ
ル
ク
は
飲
め
て
い
る
か
、

咳
込
ん
で
吐
い
て
し
ま
う
こ
と

は
な
い
か
、
呼
吸
の
し
か
た
は

ど
う
か
、
ゼ
ー
ゼ
ー
し
た
り
、

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

講座名称　「健やかに生きよう」
日時　11 月 11 日㈪　13 時 30 分～ 16 時
場所　香川県社会福祉総合センター
対象者　健康に興味のある方
定員　80 人（先着順）
参加費　無料
申し込み方法　電話、FAX またはメールで氏名

（ふりがな）・電話番号をご連絡ください。
申込期限　11 月 5 日㈫
申し込み・問い合わせ先　
香川県立保健医療大学事務局　
　☎ 087 − 870 − 1212　FAX087 − 870 − 1202
　　hokeniryodaigaku@pref.kagawa.lg.jp

令和元年度香川県立保健医療大学　第2回公開講座



2019.10 8

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
よ
る
人
権
侵
害

「
第
41
回
読
書
感
想
文
・
創
作
文
」
の
募
集

し
あ
わ
せ
づ
く
り
の
た
め
の
人
権
教
育

　古文書は地域の歴史を物語る貴重な遺産で
す。小豆島の歴史のみならず、我々の先祖が
どのように暮らし、何を感じ、どう考え行動
したか、先人が大切に伝えた文書を手掛かり
に読み解きます。
　初歩から始めますので、お気軽にご参加く
ださい。
日程
① 10 月 12 日㈯、19 日㈯、11 月 2 日㈯
② 11 月 16 日㈯、11 月 30 日㈯、12 月 14 日㈯
場所
①土庄町立中央公民館　②イマージュセンター
時間　13 時 30 分～ 15 時 30 分
講師　濱近　仁史 先生 
　（小豆島町古文書調査団 団員）　
参加費　300 円（資料代）
申し込み・問い合わせ先
　社会教育課　☎ 82 − 7015

古文書講座受講生募集

　
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
」
は
一
般
的
に
「
配

偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係

に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
者
か

ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い

う
意
味
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
暴

力
と
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
な
く
、
大
声
で
ど
な
る
、
何

を
言
っ
て
も
無
視
す
る
な
ど
精

神
的
に
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と

や
、
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

特
に
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
き

る
Ｄ
Ｖ
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と

言
い
ま
す
。
な
か
で
も
精
神
的

な
暴
力
は
、
周
囲
の
人
は
も
ち

ろ
ん
、
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も

暴
力
だ
と
気
付
か
な
い
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
ま
わ
り

で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

◦
携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
勝
手
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る

◦
友
達
と
の
付
き
合
い
を
制
限

す
る

◦
嫌
が
っ
て
も
、
い
つ
も
必
要

以
上
に
体
に
触
れ
て
く
る

◦
た
た
く
、
け
る
、
物
を
投
げ

つ
け
る

　

暴
力
か
ど
う
か
は
お
互
い
の

受
け
止
め
方
な
ど
で
違
う
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別

に
関
係
な
く
、
突
然
、
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
を
束
縛
し
た
り
、
逆
に

相
手
の
言
い
な
り
に
な
る
の
で

は
な
く
、
自
分
を
大
切
に
す
る

の
と
同
様
に
、
相
手
の
こ
と
も

大
切
に
し
、
互
い
を
認
め
合
い
、

尊
重
し
合
え
る
素
敵
な
関
係
が

築
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

誰
も
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
暴
力
な
ど
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
Ｄ
Ｖ

相
談
ナ
ビ
ま
た
は
以
下
の
相
談

窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

◦
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
８
７
︱
８
６
２
︱
８
８
６
１

◦
小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

◦
小
豆
警
察
署☎

82
︱
０
１
１
０

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
人
権
対
策
課☎

82
︱
７
０
１
１

通
信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

　

携
帯
電
話
な
ど
で
「
お
試

し
５
０
０
円
」
な
ど
と
い
う

サ
プ
リ
や
化
粧
品
の
通
販
広

告
を
見
て
申
し
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
実
は
５
回
の
定
期
購
入

で
途
中
解
約
で
き
な
か
っ
た

な
ど
の
ご
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で

も
解
約
で
き
る
と
広
告
表
示

が
あ
っ
て
も
電
話
が
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
と
い
う
苦
情
も

あ
り
ま
す
。

　

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

契
約
の
際
は
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

☎︎
62
ー
２
２
６
９

　

10
月
27
日
か
ら
の
読
書
週
間

に
ち
な
み
、
町
内
の
小
・
中
学

生
と
高
校
生
か
ら
読
書
感
想
文

を
、
ま
た
一
般
の
方
か
ら
読
書

感
想
文
・
創
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
の
種
類

◦
Ａ
類　

自
由
図
書

◦
Ｂ
類　

郷
土
出
身
作
家
作
品

◦
Ｃ
類　

創
作
・
随
筆
な
ど

　
（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

応
募
作
品

１
人
１
点
（
発
表
、
未
発
表

の
別
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
、

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
の

作
品
）

作
品
提
出 

小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
学

校
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
は

図
書
館
ま
た
は
、
イ
マ
ー

ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

10
月
27
日
㈰
～

　

令
和
2
年
１
月
７
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館☎

82
︱
０
２
９
１



小豆島町立
図書館
☎ 82 − 0291

　

2019.109
のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

　

公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
に
よ
り
遺
言
書
を
作
成
す

る
ほ
か
、
各
種
契
約
書
（
公
正

証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

遺
言
書
を
公
正
証
書
で
作
成

し
て
お
く
と
、
遺
言
者
の
意
思

を
確
実
に
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
相
続
や
遺
贈

の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

　

証
書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て

の
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
高
松
公
証
役
場　

☎
０
８
７
︱
８
１
３
︱
３
５
３
６

◦
丸
亀
公
証
役
場　

☎
０
８
７
７
︱
２
３
︱
４
７
３
４

生田句会

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

10
月
1
日
～
7
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

過
ぎ
し
日
の
い
く
さ
に
逝
け
る
友
の
死
を
刻
む
石
塔
七
月
二
十
日　
　
　
　
　

堀
内　

実
男

先
輩
で
地
域
の
誇
り
佳
き
人
が
忽
然
と
逝
く
こ
の
世
は
空
し　
　
　
　
　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

楽
し
み
の
花
火
も
中
止
盆
祭
り
台
風
一
過
蝉
時
雨
戻
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
宝
千
鶴
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
こ
こ
ろ
よ
く
ボ
ー
ト
行
く
白
波
を
立
て
風
を
切
り
つ
つ　
　
　

八
木　

勝
子

高
校
野
球
お
目
当
て
無
い
が
四
国
勢
日
毎
に
消
ゆ
る
思
ひ
の
し
き
り　
　
　
　

山
元　

露
子

内
海
湾
退
避
の
船
の
犇
き
て
電
飾
あ
か
き
一
夜
の
銀
座　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

慶
子

揉
み
揉
ま
れ
洗
濯
さ
る
る
わ
が
身
か
な
台
風
去
り
て
今
宵
虫
聴
く　
　
　
　
　

立
住
喜
代
子

が
ん
じ
き
を
買
ひ
職
人
の
低
賃
銀
憂
へ
つ
つ
去
る
百
円
シ
ョ
ッ
プ　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

台
風
の
外
れ
て
安
堵
や
魂
送
り　
　
　
　

岡
田　

雅
子

判
読
の
か
な
は
ぬ
文
を
曝
書
す
る　
　
　

柴
田　

礼
美

瀬
戸
芸
の
ベ
ン
チ
に
夏
の
海
光
る　
　
　

中
岡
佐
智
子

包
丁
を
当
て
る
や
割
れ
て
大
西
瓜　
　
　

太
麻　

孝
子

病
窓
に
秋
立
つ
山
や
痰
切
れ
ず　
　
　
　

三
枝　

断
水

補
聴
器
を
外
し
て
み
た
り
蟬
時
雨　
　
　

遠
宮
た
だ
し

一
声
で
鬼
灯
市
の
値
が
決
ま
る　
　
　
　

南　
　

雪
心

亡
き
母
は
鏡
の
中
に
老
の
盆　
　
　
　
　

冨
田　

恒
子

初
秋
の
風
の
背
を
押
す
車
椅
子　
　
　
　

吉
仲　
　

等

　155日㈯　
6日㈰　

12日㈯　
13日㈰　
19日㈯　

孟子を読む会
にこにこおはなし会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会

一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
小 学 生
一 般

10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 14：30
14：00 ～ 16：00

大人向け「文学賞等受賞作品図書」展　11月28日㈭まで
読書週間にあたり、本屋大賞など各種の賞を受賞した本を展示・貸出します。
子供向け「ハロウィンの世界」展・「芸術の秋・食欲の秋」展　10月30日㈬まで
展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。

10月27日㈰　14時から（子供向け）　「ちびまる子ちゃん ハロウィンパーティーをや
ろう」　無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

10月21日㈪～ 23日㈬まで、蔵書点検作業のため休館します。
蔵書点検中は返却ポストをご利用ください。
CD・DVDは破損する恐れがありますので、返却ポストへは入れないようにお願いします。
ご不便をおかけして申し訳ございませんが、ご理解・ご協力をお願いします。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
歌壇　小豆島
八月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

氷獄
決断の刻
ヴェールドマン仮説
老父よ、帰れ
無実の君が裁かれる理由
落花狼籍
罪の轍
犯人に告ぐ 3
トリガー　上・下
百舌落とし
欺す衆生
カインは言わなかった
飛雲のごとく
盲剣楼奇譚
三匹の子豚
鴨川食堂まんぷく
鬼役　27
幼なじみ　はぐれ長屋の用心棒　46
角野栄子エブリデイマジック
命あれば
猫も老人も、役立たずでけっこう
図解「ペダルの踏み間違い」はこれで防ぐ
かぎ針も棒針もきちんと編める手編みの基礎
時間の花束
オリーブの贈り物
おいしい珈琲を自宅で淹れる本
世界遺産百舌鳥・古市古墳群をあるく
るるぶ日帰り温泉関西中国四国北陸　2019

海 堂 　 尊
堂 場 瞬 一
西 尾 維 新
久 坂 部 羊
友 井 　 羊
朝　井　まかて
奥 田 英 朗
雫 井 脩 介
真 山 　 仁
逢 坂 　 剛
月 村 了 衛
芦 沢 　 央
あ さ の あ つ こ
島 田 荘 司
真 梨 幸 子
柏 井 　 壽
坂 岡 　 真
鳥 羽 　 亮
角 野 栄 子
瀬 戸 内 寂 聴
養 老 孟 司
講 談 社
吉　田　裕美子
三 浦 百 惠
岡 井 路 子
富　田　佐奈栄
久 世 仁 士

（幼児向き）
ハロウィンゴーゴー！
てつだってあげるねママ！
きょだいなガチャガチャ
おもちゃになりたいにんじん
メルルとようかいのおしゃれやさん
おばけばたけのおふろやさん
（児童向き）
アッチとドッチのフルーツポンチ
ジュニア空想科学読本 17
しゅくだいかけっこ
どっちが強い !? ライギョ vs ピラニア
恐怖コレクター 巻ノ 12
天気の子
（ティーンズ向き）
きみの存在を意識する
未来を花束にして

今月のロビー展

映画会のお知らせ

蔵書点検に伴う休館について

10月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。
展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

9月29日㈰～10月13日㈰　9時～17時 小豆島町絵画愛好会　作品展

オリーブギャラリー10月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
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環
境
衛
生
課☎　

︱
７
０
０
８

大
型
ご
み
シ
ー
ル

　

1
枚　
３
２
０
円
→
３
３
０
円

町
指
定
ご
み
袋

　

特
大　
８
０
０
円
→
８
３
０
円

　

大　
　
３
０
０
円
→
３
1
０
円

※
中
・
小
に
つ
い
て
は
料
金
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
尿
処
理

（
例
）
３
０
０
ℓ
処
理

　

３
，７
５
０
円
→
３
，８
２
０
円

（
例
）
５
０
０
ℓ
処
理

　

６
，１
１
０
円
→
６
，２
２
０
円

家
庭
系
一
般
廃
棄
物
処
理

（
例
）
1
ト
ン
車
未
満
で
搬
入

　

３
２
０
円
→
３
３
０
円

（
例
）
1
ト
ン
車
で
搬
入

　

５
４
０
円
→
５
５
０
円

（
例
）
2
ト
ン
車
で
搬
入

　

１
，０
８
０
円
→
１
，１
０
０
円

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理

（
例
）
1
ト
ン
車
未
満
で
搬
入

　

１
，６
２
０
円
→
１
，６
５
０
円

（
例
）
1
ト
ン
車
で
搬
入

　

２
，７
０
０
円
→
２
，７
５
０
円

（
例
）
2
ト
ン
車
で
搬
入

　
５
，４
０
０
円
→
５
，５
０
０
円

特
定
家
庭
用
機
器
収
集
運
搬

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

（
凍
）
庫
、
洗
濯
機
（
衣
類

乾
燥
機
含
む
）
1
台

　

３
，２
４
０
円
→
３
，３
０
０
円

社
会
教
育
課☎　

︱
７
０
１
５

中
山
・
福
田
体
育
館

池
田
体
育
館
（
半
面
使
用
時
）

内
海
体
育
館
（
半
面
使
用
時
）

内
海
武
道
場
（
半
面
使
用
時
）

内
海
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
（
半
面
使

用
時
）

小
・
中
学
校
体
育
館
（
バ
レ
ー

コ
ー
ト
1
面
使
用
時
）

（
例
）
2
時
間
使
用 

　

６
４
０
円
→
６
６
０
円

小
・
中
学
校
運
動
場

（
例
）
2
時
間
使
用 

　

４
３
０
円
→
４
４
０
円

内
海
総
合
運
動
公
園
野
球
場

（
例
）
照
明
な
し
・
2
時
間
使

　
　
　
用　

　

８
６
０
円
→
８
８
０
円

（
例
）
照
明
全
点
灯
・
2
時
間

　
　
　
使
用

　
７
，３
４
０
円
→
７
，４
８
０
円

内
海
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広

場（例
）
照
明
な
し
・
2
時
間
使

　
　
　
用

　

４
３
０
円
→
４
４
０
円

（
例
）
照
明
西
面
4
基
・
2
時

　
　
　
間
使
用

　

３
，６
７
０
円
→
３
，７
４
０
円

内
海
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
1
コ
ー
ト
使
用
時
）

（
例
）
照
明
な
し
・
2
時
間
使

　
　
　
用

　

１
，０
８
０
円
→
１
，１
０
０
円

（
例
）
照
明
あ
り
・
2
時
間
使

　
　
　
用

　

３
，２
４
０
円
→
３
，３
０
０
円

公
民
館

会
議
室
（
例
：
冷
暖
房
な
し
・

2
時
間
使
用
）

　

１
，０
８
０
円
→
１
，１
０
０
円

会
議
室
（
例
：
冷
暖
房
あ
り
・

2
時
間
使
用
）

　

１
，７
２
０
円
→
１
，７
６
０
円

中
会
議
室
（
例
：
冷
暖
房
な

し
・
2
時
間
使
用
）

　

２
，１
６
０
円
→
２
，２
０
０
円

中
会
議
室
（
例
：
冷
暖
房
あ

り
・
2
時
間
使
用
）

　

３
，４
５
０
円
→
３
，５
２
０
円

　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
例
：
冷
暖

　

房
な
し
・
2
時
間
使
用
）

　
５
，４
０
０
円
→
５
，５
０
０
円

　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
例
：
冷
暖

　

房
あ
り
・
2
時
間
使
用
）

　

９
，７
２
０
円
→
９
，９
０
０
円

町
民
学
習
セ
ン
タ
ー
（
む
と
す

館
）研

修
室
（
例
：
冷
暖
房
あ
り
・

2
時
間
使
用
）

　

１
，７
２
０
円
→
１
，７
６
０
円

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団

小
豆
島
事
務
所☎　

︱
７
０
１
６

水
道
料
金
（
10
月
使
用
分
）

※
11
月
の
請
求
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

中
山
、
当
浜
、
福
田
お
よ
び
吉

田
地
区
以
外

（
例
）
口
径
13
㎜
・
基
本
料
金

　
　
（
６
㎥
使
用
）

　

１
，１
６
０
円
→
１
，１
８
０
円

中
山
お
よ
び
当
浜
地
区

（
例
）
口
径
13
㎜
・
基
本
料
金

　
　
（
10
㎥
使
用
）

　

６
１
０
円
→
６
２
０
円

福
田
地
区

（
例
）
口
径
13
㎜
・
基
本
料
金

　
　
（
６
㎥
使
用
）

　

９
７
０
円
→
９
９
0
円

吉
田
地
区

（
例
）
口
径
13
㎜
・
5
人
家
族

　

１
，０
８
０
円
→
１
，１
０
０
円

　

詳
細
は
香
川
県
広
域
水
道
企

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
く
ら

し
の
情
報
→
手
続
き
・
料
金
→

水
道
料
金
・
加
入
金
・
手
数
料

→
小
豆
島
事
務
所
）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
上
記
以
外
に
も
介
護
保
険
施

設
利
用
料
や
港
湾
使
用
料
な
ど

料
金
が
改
定
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
町
指
定
ご
み
袋
の
料
金
、
体
育
施
設
使
用
料
、

水
道
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す
。
改
定
す
る
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
改
定
に
伴
い
料
金
を
改
定
し
ま
す

10 月１日以降も料金の変更はありません。

◆戸籍謄本・抄本、住民票、印鑑証明などの
　交付手数料
◆斎場使用料（火葬に係るものに限る）
◆がん検診、健康診査などの自己負担
◆町営バス運賃（三都線）

82

82

82
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葺ふ
き
た田（

福ふ

く

だ田
）八は

ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
し
ゃ
そ
う

幡
神
社
社
叢
【
県
指
定
天
然
記
念
物
】

　
葺
田
八
幡
神
社
は
、
旧
福
田

村
と
小
部
を
氏
子
と
す
る
神

社
で
、
他
の
八
幡
社
と
同
様
に

応
神
天
皇
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

伝
承
で
は
、
波
風
を
避
け
る
た

め
に
や
む
な
く
福
田
に
立
ち
寄

ら
れ
た
際
に
、
村
人
が
田
の
稲

を
刈
り
取
り
、
風
雨
を
し
の
ぐ

行あ
ん
ぐ
う宮
（
仮
の
御
所
）
を
建
て
、

屋
根
を
稲
穂
で
葺
い
た
こ
と
に

由
来
し
、
周
囲
の
森
が
「
葺
田

の
森
」
と
呼
ば
れ
、
「
福
田
」

の
地
名
へ
と
つ
な
が
り
ま
し

た
。
秋
祭
り
で
は
、
太
鼓
台
奉

納
と
と
も
に
練
り
や
獅
子
舞
の

奉
納
が
あ
り
、
他
の
八
幡
社
に

は
な
い
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

当
社
の
馬
場
と
社
殿
周
囲
、

お
よ
び
社
殿
裏
の
森
が
社
叢
と

し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
島
の
社
叢
に
は
、

樹
種
か
ら
ウ
バ
メ
ガ
シ
型
、
ア

ラ
カ
シ
型
、
シ
イ
・
ク
ス
型
の

3
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
社
叢
は
シ
イ
・
ク
ス

型
で
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
成

立
し
て
い
ま
す
。
暖
温
帯
性
の

常
緑
樹
が
多
く
、
上
層
に
は
ス

ダ
ジ
イ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
等
、

ま
た
中
層
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や

モ
ッ
コ
ク
等
が
見
ら
れ
ま
す
。

巨
樹
が
多
く
、
胸
高
幹
囲
4

メ
ー
ト
ル
の
ス
ダ
ジ
イ
や
胸
高

幹
囲
3
メ
ー
ト
ル
の
ウ
ラ
ジ
ロ

ガ
シ
等
の
豪
壮
な
樹
木
が
印
象

的
で
す
。
常
に
枝
葉
が
茂
り
、

日
射
量
が
少
な
い
た
め
に
社
叢

内
は
薄
暗
く
、
下
層
や
林
床
に

は
大
き
く
生
長
し
て
い
る
種
は

あ
り
ま
せ
ん
。
小
豆
島
北
部
の

古
い
林
相
が
し
の
べ
る
社
叢
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
馬
場
の
周
囲
に
も
ク

ス
ノ
キ
や
エ
ノ
キ
の
大
樹
が
あ

り
、
周
囲
の
境
内
地
と
相
ま
っ

て
、
独
特
の
景
観
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所

得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取

る
た
め
に
は
、
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方

①
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
で
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

◦
65
歳
以
上
で
あ
る
方

◦
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税

が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方

◦
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

他
の
所
得
額
の
合
計
が
約

88
万
円
以
下
で
あ
る
方

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
で
前
年
の
所
得
額
が
約

４
６
２
万
円
以
下
の
方

請
求
手
続
き

◦
平
成
31
年
4
月
1
日
以
前
か

ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

に
は
、
9
月
上
旬
か
ら
請
求

手
続
き
の
ご
案
内
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
順
次
届
き
ま

す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
）
に
記
入
し
て
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

◦
平
成
31
年
4
月
2
日
以
降
に

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
方

は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
と

併
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
町
村
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
！

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案

内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
本

年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら

口
座
番
号
を
聞
い
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
５
︱
４
０
９
２

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す

国
民
年
金
基
金
相
談
会

　

国
民
年
金
基
金
は
国
民
年
金

の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
自
営
業

者
な
ど
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

の
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
度
、

無
料
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時　

10
月
７
日
㈪

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
西
館　

　
　

２
階　

会
議
室
５

持
参
品　

年
金
手
帳
ま
た
は
年

　

金
定
期
便
、
預
金
通
帳
、
通

　

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０
︱
６
５
︱
４
１
９
２

Vol.42Vol.42

10 月 7 日～ 13 日は行政相談週間
～困ったら一人で悩まず行政相談～
　総務大臣の委嘱を受けた行政相談委員が、
行政相談所を開設し、皆さんのご相談に応
じます。国などの仕事やサービスなどにつ
いて、「困っていることがある」、「こうして
ほしい」、「苦情を申し出たが、説明や対応
に納得できない」など、苦情や意見・要望
をお持ちの方は、お気軽にご相談ください。
日時　① 10 月 16 日㈬　13 時 30 分～ 16 時
　　　② 10 月 29 日㈫　13 時 30 分～ 16 時
場所　①小豆島町役場西館 1 階　相談室 3
　　　②池田保健センター 1 階　保健指導室
相談委員　①柏原　寛子　②三木　洋子
問い合わせ先
　総務省四国行政評価支局
　行政相談課
　　☎ 087 − 826 − 0674

葺田八幡神社社叢
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す
べ
て
の
子
ど
も
は
、
深
い

愛
情
に
包
ま
れ
て
、
家
庭
で
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
、
家
族
の
も
と
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も

が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が

家
族
の
一
員
と
し
て
、
温
か
い

愛
情
と
家
庭
的
雰
囲
気
の
中
で

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

里
親
制
度
が
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
説
明
会

日
時　

10
月
12
日
㈯　

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所　

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ　

　

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
先

　

輩
里
親
さ
ん
体
験
発
表
な
ど

対
象　

里
親
制
度
に
つ
い
て
知
り

　
た
い
方
や
里
親
に
な
り
た
い
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談　

　

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
︱
８
６
２
︱
８
８
６
１

　

左
記
対
象
の
方
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
が
公
費
負
担
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
方
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
方
は
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◦
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

◦
満
60
～
64
歳
で
、
慢
性
高
度

心
・
肺
・
腎
機
能
不
全
者
と

認
め
ら
れ
る
方

実
施
期
間

　

10
月
～
令
和
2
年
3
月
末

自
己
負
担
額　

１
，８
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
窓

口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ

る
の
は
、
1
回
の
み
で
す
。
2

回
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
と
の
1
回
は
全
額
自
己
負
担

で
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
施
方
法

各
自
で
医
療
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
本
人
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
医

療
機
関
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
島
外
（
県
内
）
の
医
療
機
関

で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

健
康
づ
く
り
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～
温
か
い
家
庭
を
子
ど
も
に
～

10
月
は「
里
親
を
求
め
る
運
動
」
月
間
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

10月10日は目の愛護デー
　近年、パソコンやスマートフォンなどの画面を
長時間見続けるなど、目を使いすぎて疲れや渇き
を感じる人が増えています。この機会に、目をい
たわる生活を心がけましょう。
日常生活で気を付けること

①睡眠は目の疲労回復には重要です。睡眠はしっ
　かりとりましょう。
②パソコンやスマートフォンなどを使用する際に
　は、1時間に10分程度は休憩をとりましょう。
③遠くを見たり、目の周囲のマッサージを行った
　りして、目を休めましょう。眼球を上下左右に
　動かす体操も効果的です。
④目の乾燥が気になる時や、パソコン画面を長時
　間見る時は、意識してまばたきをしましょう。
⑤ビタミン A・B1・B2・C を含む食べ物や緑黄
　色野菜を積極的に食事の中に取り入れましょう。
⑥紫外線は、目にも悪影響を及ぼします。サング
　ラスなどで紫外線から目を守りましょう。

　在宅で介護をしている方たちが集い、同じ悩みや体験などを話し合える場
として「在宅で介護をしている家族のつどい」を開催します。ゆっくりとし
た時間を過ごし、普段の介護で疲れた心身をリフレッシュしましょう。どう
ぞお気軽にご参加ください。なお、当日は小豆島町地域包括支援センターの
職員もいますので、ご相談等あればお声かけください。
日時　10 月 28 日㈪　10 時～ 14 時
内容　①瀬戸内国際芸術祭 2019 を見に行こう（中山地区）
　　　　認知症疾患医療センター（小豆島病院）の大城医師と森川精神保健
　　　　福祉士も参加します。バスの中で質問コーナーを実施しますので、
　　　　認知症に関することについてご相談ください。
　　　②交流会（サン・オリーブ和室）　軽食を準備します。
対象者　町内に住所を有し、高齢者を在宅で介護している家族など
参加費　無料
申込期限　10 月 7 日㈪
※見守りが必要な高齢者の方と一緒に参加される方や送迎を希望される方は、
　ご連絡ください。
申し込み・問い合わせ先　高齢者福祉課　☎ 82 − 7006

在宅で介護をしている家族のつどい
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　（公社）香川県不動産鑑定士協会では、
不動産鑑定士による土地・建物等の不
動産の価格や土地取引に関する無料相
談会を開催します。
日時　10 月 4 日㈮　10 時～ 16 時
場所
①高松会場：香川県庁本館 1 階
　　　　　　ギャラリー前
②丸亀会場：丸亀市役所 2 階　相談室
※相談を希望する方は直接会場にお越
しください。また、相談者が多数の場
合は、しばらくお待ちいただくことが
あります。
問い合わせ先
　（公社）香川県不動産
　鑑定士協会事務局
　☎ 087 − 822 − 8785

不動産鑑定無料相談会
　

空
き
家
の
適
切
な
管
理
や
活

用
方
法
、
相
続
す
る
際
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
講

師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
９
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
４
階　

研
修
会
議
室

　
（
丸
亀
市
大
手
町
２
︱
１
︱
７
）

※
無
料
駐
車
場
（
73
台
）
が
あ

り
ま
す
が
、
満
車
の
場
合
は
近

隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

内
容

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

空
家
・
空
地

　

管
理
セ
ン
タ
ー　

代
表
理
事

　

上
田
真
一
氏
に
よ
る
講
演
会

　

昨
年
、
宝
塚
音
楽
学
校
に
入

学
し
た
小
豆
島
町
出
身
の
長
谷

川
真
可
さ
ん（
木
庄
）は
、来
春
、

小
豆
島
初
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
長
谷
川
さ
ん
を
指

導
し
、
自
ら
宝
塚
歌
劇
団
男
役

ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
経

験
を
も
つ
瀬
川
佳
英
さ
ん
を
迎

え
、「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
魅
力
」

と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
、
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
12
日
㈯　

14
時
～

　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
～
）

場
所　

安
田
公
民
館
大
会
議
室

講
師　

元
宝
塚
歌
劇
団
花
組

　
　
　

瀬
川　

佳
英
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
７
４
年　

宝
塚
音
楽
学
校

　

首
席
入
学

１
９
７
６
年
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の

　

ば
ら
Ⅲ
」
で
初
舞
台

１
９
７
９
年　

宝
塚
テ
レ
ビ
ロ

　

マ
ン
「
は
い
か
ら
さ
ん
が
通

　

る
」
に
藤
枝
蘭
丸
役
で
出
演

１
９
８
０
年
「
友
よ
こ
の
胸
に

　

熱
き
涙
を
」
で
新
人
公
演
初

　
（
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

◦
県
職
員
に
よ
る
支
援
制
度
の

紹
介
な
ど

　
（
15
時
30
分
～
16
時
）

定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
　

無
料

申
し
込
み
方
法

11
月
８
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

香
川
県
土
木
部
住
宅
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
５
８
３

　
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
２
３
９　
　

　
　
　

jutaku@
pref.kagaw

a.　

　
　
　

lg.jp

　

主
演

１
９
８
６
年
「
不
思
議
な
カ
ー

　

ニ
バ
ル
」
で
バ
ウ
ホ
ー
ル
公

　

演
初
主
演

１
９
８
９
年　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　

公
演
で
退
団

１
９
９
７
年　

倉
敷
チ
ボ
リ
公

　

園
「
ハ
ン
ス
の
冒
険
」
構
成
・

　

振
付

２
０
０
７
年
「
安
田
オ
ド
リ
～

　

な
サ
ン
バ
」
振
付

現
在　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ　
　

　
「Sound Stage

」
主
宰

　

山
陽
女
子
高
等
学
校
ミ
ュ
ー

　

ジ
カ
ル
専
攻　

講
師　

　

演
出
家
・
振
付
家
と
し
て
活

　

躍
※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で

お
越
し
の
方
は
、
安
田
馬
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

　

体
力
測
定
は
、
参
加
さ
れ
た

方
の
測
定
結
果
を
5
段
階
に
評

価
し
、
同
年
代
と
比
較
し
て
体

力
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
全
国

平
均
と
比
較
で
き
ま
す
。
体
力

測
定
に
参
加
し
、
ご
自
身
の
体

力
を
把
握
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈫

　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　

内
海
体
育
館
（
苗
羽
）

対
象　

20
歳
以
上
の
健
康
な
方

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

内
容　

共
通
種
目
：
血
圧
測
定
、
握

力
、
上
体
お
こ
し
、
長
座
体

前
屈

①
20
歳
～
64
歳
：
反
復
横
跳

び
、
立
ち
幅
跳
び
、
急
歩

（
男
性
１
，５
０
０
ｍ
、
女
性

　

１
，０
０
０
ｍ
）

②
65
歳
～
79
歳
：
開
眼
片
足
立

ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、
6

分
間
歩
行

※
年
齢
に
よ
っ
て
測
定
す
る
種

目
が
異
な
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課☎

82
︱
７
０
１
５

第
２
回
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

ご
自
身
の
体
力
を

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か

小
豆
郡
教
育
文
化
祭

「
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
魅
力
」
講
演
会

FAX

宝塚在団当時の瀬川佳英さん



2019.10 14

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

自
分
で
育
て
た
オ
リ
ー
ブ
を
オ

イ
ル
に
し
た
い
方

少
量
オ
リ
ー
ブ
採
油
事
業

　

自
分
で
育
て
た
オ
リ
ー
ブ
果

実
を
持
ち
寄
っ
て
、
参
加
者
全

員
で
選
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

選
果
後
の
果
実
を
町
が
取
り
ま

と
め
て
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
公
園

で
採
油
・
ろ
過
し
た
後
、
オ
イ

ル
を
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
す
。

　

自
宅
で
大
切
に
育
て
た
オ

リ
ー
ブ
を
、
オ
イ
ル
に
し
て
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
23
日
㈯　

　
　
　

9
時
～
12
時

場
所　

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島

対
象
者　

町
内
在
住
者

対
象
果
実　

町
内
で
収
穫
し
た

　

果
実
で
、
以
下
の
条
件
を
満

　

た
す
も
の

◦
炭た

ん
そ疽
病
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も

の
は
除
く

◦
農
薬
お
よ
び
除
草
剤
を
適
切

に
使
用
し
た
も
の

◦
11
月
21
日
㈭
以
降
に
収
穫
で

き
る
こ
と

提
出
果
実
量　

1
人
当
た
り
1

　
㎏
以
上
30
㎏
未
満

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
人

数
・
提
出
果
実
量
を
調
整
し
ま

す
。

参
加
費　

採
油
代
（
1
㎏
当
た

り
１
３
０
円
）
＋
容
器
代

（
１
０
０
円
）
の
実
費　

※
果
実
量
に
よ
っ
て
変
動
す
る

た
め
、
採
油
後
に
料
金
を
連
絡

し
ま
す
。

申
込
期
間

　

10
月
1
日
㈫
～
11
月
８
日
㈮

※
皆
さ
ん
の
オ
リ
ー
ブ
果
実
を

ま
と
め
て
採
油
す
る
た
め
、
30

㎏
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

オ
リ
ー
ブ
課　☎

82
︱
７
０
１
８

オ
リ
ー
ブ
は
無
い
け
れ
ど
、
オ

イ
ル
を
作
っ
て
み
た
い
方

マ
イ
オ
イ
ル
作
り
教
室

　

午
前
中
に
オ
リ
ー
ブ
果
実
の

収
穫
を
行
い
、
果
実
を
指
で
潰

し
て
オ
イ
ル
を
搾
り
、
午
後
に

オ
イ
ル
の
ボ
ト
リ
ン
グ
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

自
分
の
手
で
搾
っ
た
、
新
鮮

な
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

11
月
9
日
㈯
、
16
日
㈯

時
間

　

9
時
～
12
時

　
（
収
穫
・
マ
イ
オ
イ
ル
作
り
）

　

16
時
30
分
～
17
時

　
（
ボ
ト
リ
ン
グ
作
業
）

場
所　

オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島

※
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島
に
集

合
後
、
オ
リ
ー
ブ
公
園
に
移
動

し
て
収
穫
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

町
内
在
住
者

定
員　

各
日
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

服
装　

運
動
靴
、
動
き
や
す
く

　

汚
れ
て
も
良
い
服
な
ど
、
収

　

穫
作
業
が
で
き
る
服
装

申
込
期
間

　

10
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

オ
リ
ー
ブ
課☎

82
︱
７
０
１
８

　

小
豆
島
町
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
普
及
推
進
の
一
環
と
し
て
、
小

学
校
入
学
・
結
婚
・
出
産
・
移
住
の
各
記
念
に
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
て
い
る
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
自
分
で
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

宝くじ社会貢献広報事業
　（一財）自治総合センターでは、地域の
コミュニティ活動の充実・強化を図ること
を目的として自治会館やコミュニティ活動
備品の整備などに助成を行っています。

神輿の改修・担ぎ衣装の新調

　神輿奉納を安全に遂行し、地域の伝統文
化を継承するため、宝くじの助成金を活用
して、福田地区自治連合会が神輿の改修と
担ぎ衣装を新調しました。

福田地区自治連合会の神輿

果実を指でつぶしながら揉みますボトリング作業
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産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食

品
研
究
所
は
、
地
元
食
品
企
業

の
支
援
を
行
う
試
験
研
究
機
関

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
花
醤
、

オ
リ
ー
ブ
茶
、
そ
ら
豆
醤
油
な

ど
商
品
の
開
発
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の

新
商
品
の
開
発
や
、
商
品
開
発

に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
支
援

す
る
た
め
、「
商
品
試
作
開
発

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

開
発
室
に
は
、
調
理
実
習
台
を

は
じ
め
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
、
グ
リ
ラ
ー
、

業
務
用
電
子
レ
ン
ジ
、
フ
ラ
イ

ヤ
ー
等
の
各
種
調
理
器
具
を
備

え
て
お
り
、
県
内
食
品
企
業
等

へ
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
設
置
を
記
念
し
て
、
4

月
25
日
に
は
商
品
試
作
開
発
室

の
見
学
会
と
、
商
品
開
発
の
カ

ギ
と
な
る
「
お
い
し
さ
や
コ
ク
」

の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
女

子
栄
養
大
学
の
西
村
敏
英
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
新

商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
当

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
食
品
企
業
の
方

が
直
面
さ
れ
て
い
る
技
術
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

技
術
職
員
が
常
時
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
の

内
容
に
よ
り
、
依
頼
試
験
・
分

析
、
施
設
利
用
な
ど
が
必
要
に

な
る
場
合
は
、
所
定
の
費
用
が

発
生
し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
開
発
室
の

利
用
法
な
ど
、
詳
し
く
は
当
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　『 

商
品
試
作
開
発
室
の
ご
紹
介 

』

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

所　

長

木
　
村
　
　
　 

功

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.79

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.79

商品試作開発室の様子

　令和元年 5月、せとうち備讃諸島の石の文化が日本遺産に認定され、文化庁公式
の「日本遺産ロゴマーク」が使用できるようになりました。
　小豆島町では、日本遺産の認知度を高めるため、ロゴマークを使って町と一緒に
PR活動をしていただける方を募集します。

①パンフレット、チラシ、のぼり、名刺などでの PR活動
　特に制限はありません。
②商品等に掲載しての PR活動
　商品そのものが日本遺産であるような誤解を防ぐため、「小豆島の日本遺産を応援しています」など
　の文言を表示していただきます。

日本遺産ロゴマークの使用方法
事前に申請書類を提出していただいた上で、ご使用いただけます。

ロゴマーク
を使って

使用例

問い合わせ先　企画財政課　☎82 ＿ 7000

メール
FAX
持参

パンフレット

申請書類へ必要事項を記入
書類は町のホームページから

ダウンロードできます

企画財政課へ届出 担当者が 内容等を
確認し、許可証を発行

日本遺産の PR に使用
名刺

商品等

日本遺産を応援していただける
企業・団体・個人を募集します
日本遺産を応援していただける
企業・団体・個人を募集します
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男女共同参画推進講演会

　8月22日、小豆島町役場において、勝見健史先生（兵
庫教育大学大学院教授）を講師に迎え、「将来に生きる子
どもを、今、どう鍛えるか 『主体的・対話的で深い学び』
を考える」と題した教育講演会が開催され、島内の保育
所や小・中学校などの教職員が参加しました。
　勝見先生から正解を確認するだけの授業ではなく、子
どもたちの発言や考え方に対して価値をつけることが深
い学びにつながるなど、実践的な内容をお話しいただき、
教職員らは言葉のかけ方、授業の進め方、評価の仕方を
もう一度見直したいなど、これからの授業に決意を新た
にしていました。

　9月3日、苗羽小学校において、5・6年生の児童を対
象に㈱ LIXIL によるスポーツ義足体験授業が行われまし
た。
　義足を使用している大島健吾選手（名古屋学院大学陸
上競技部）から日常で使用する義足とスポーツで使用す
る義足の違いを学んだり、実際にスポーツ義足を装着し
て歩くなど、義足を使いこなすことの難しさを体験した
りしました。また、車の運転や陸上を始めたきっかけなど、
積極的に大島選手へ質問する児童も見られ、義足に対す
る理解を深めることができた授業となりました。
　㈱ LIXIL はスポーツ義足体験授業をはじめ観光地トイ
レおもてなし一斉清掃を行うなど、「おもいやりおもてな
し活動」を通して誰もが安心・便利・快適に暮らせる社
会づくりに取り組まれています。

　8月28日、小豆島ブランド推進委員会が設立されました。
　これは企業や業界の垣根を越えて一致団結し、小豆島の
優れた地域資源の価値をブランドとして認識するなど、そ
のストーリーを発信することを通じて関係人口の拡大や地
場産業の活性化を図ることを目的としたものです。
　これから小豆島ブランドの確立に向けて、小豆島の価値
を共有し、その価値を具体的な形にするための議論を十分
に重ねていきます。
　設立総会の後は、竹内哲也さん（ルウツ㈱）を講師に迎
え「ゼロからはじめる地域ブランド～外からしかわからな
い小豆島の魅力～」と題した講演会が開催され、参加者は
小豆島の一つ一つの魅力をつないでブランド化を行うこと
の大切さなどを学びました。

れからの授業のあり方

もいやりとおもてなしで変わる社会

豆島ブランドを全国に

苗羽小学校で㈱LIXILによるスポーツ義足体験授業

小豆島町教育講演会

小豆島ブランド推進委員会設立・小豆島ブランディングセミナー

こ

お

小

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000
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く
ら
し
の
情
報

10月
October

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
30
日
㈯

※
詳
細
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
第

六
管
区　

川
柳
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

　

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部

　

川
柳
事
務
局

☎
０
８
２
︱
２
５
３
︱
８
４
７
５

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
は
地
球

上
の
す
べ
て
の
生
き
物
の
願
い

で
す
。
74
年
前
の
広
島
・
長
崎

で
何
が
起
き
た
の
か
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
当

時
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

　

9
月
30
日
㈪
～
10
月
4
日
㈮

場
所　

小
豆
島
町
役
場
西
館

　

１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

原
水
爆
禁
止
小
豆
協
議
会

☎
82
︱
５
８
２
５

期
間　

　

10
月
6
日
㈰
～
12
月
8
日
㈰

時
間　

①
月
・
火
・
水
・
土
曜
日

　

11
時
、
13
時
40
分

※
毎
週
木
曜
日
・
10
月
9
日
㈬
、　

23
日
㈬
、
11
月
6
日
㈬
、
20
日

㈬
は
休
演

②
金
曜
日
・
10
月
6
日
㈰

　

13
時
、
15
時
40
分

③
日
曜
日
・
祝
日

　

10
時
10
分
、
13
時
、

　

15
時
40
分

※
公
演
は
約
2
時
間
10
分
（
休

憩
20
分
）
で
す
。

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
松

入
場
料　

◦
前
売
券

　

大
人　

２
，９
０
０
円

　

子
供　

１
，９
０
０
円

◦
当
日
券

　

大
人　

３
，３
０
０
円

　

子
供　

２
，３
０
０
円

※
指
定
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
追
加
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

木
下
大
サ
ー
カ
ス
高
松
公
演　

　

事
務
局

◦
☎
０
８
7
︱
８
３
２
︱
０
０
４
５　
　
　

（
10
月
3
日
ま
で
）

◦
☎
０
８
7
︱
８
８
１
︱
０
０
１
８

（
10
月
4
日
か
ら
）

日
時　

10
月
30
日
㈬

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所　

香
川
県
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー　

　

ル　

大
会
議
室

演
題　

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取　

　

り
組
み
と
家
族
心
理
教
育
の　

　

効
果　

講
師　

山
口
大
学
大
学
院
医
学　

　

系
研
究
科

　

山
根　

俊
恵
教
授

参
加
費　

無
料

定
員　

１
５
０
人

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー　

☎
０
８
7
︱
８
０
４
︱
５
１
１
５

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
よ
る

劇
等
の
舞
台
発
表
や
作
品
展

示
、
バ
ザ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し

物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
2
日
㈯

　
　
　

9
時
～
14
時
30
分

場
所　

香
川
県
立
聾
学
校

※
申
し
込
み
は
不
要
で
、
当
日

玄
関
に
て
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
立
聾
学
校

☎
０
８
7
︱
８
６
５
︱
４
４
９
２

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
課
に
勤
務
す

る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

技
能
職
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）　　
　

１
人
程
度

応
募
資
格

昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
介
護

支
援
専
門
員
資
格
お
よ
び

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
し
て
い
る
方

勤
務
先

　

小
豆
島
町
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

う
ち
の
み

募
集
期
限

随
時

※
採
用
予
定
者
数
に
達
し
た
時

点
で
終
了
し
ま
す
。

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

◦
総
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
１

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

☎
82
︱
７
０
３
４

募
集
区
分

◦
自
衛
官
採
用
試
験

①
自
衛
官
候
補
生

◦
学
生
採
用
試
験

②
高
等
工
科
学
校
生
徒

応
募
資
格

①
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

②
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
17　
　

　

歳
未
満
の
男
性

受
付
期
間

①
年
間
を
通
じ
て

②
11
月
1
日
㈮
～

　

令
和
2
年
1
月
6
日
㈪

試
験
日

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
令
和
2
年
1
月
18
日
㈯

※
受
験
料
は
無
料
で
、
他
校
と

の
併
願
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

☎
62
︱
７
０
０
０

◦
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部　

☎
０
８
７
︱
８
２
３
︱
９
２
０
６

　

海
難
防
止
を
テ
ー
マ
に
し
た

募
集

R
ecru

itm
en

t
自
衛
官
・
学
生
採
用
試
験

海
難
防
止
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

小
豆
島
町
介
護
サ
ー
ビ
ス
課

職
員
募
集

木
下
大
サ
ー
カ
ス
高
松
公
演

ひ
き
こ
も
り
対
策
研
修
会

香
川
県
立
聾
学
校　

学
校
祭

「
原
爆
と
人
間
」
原
爆
写
真
展

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n
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演
出
家
の
西
村
和
宏
氏
が
、

平
田
オ
リ
ザ
氏
の
戯
曲
を
再
度

構
築
し
た
、
コ
ミ
カ
ル
で
温
か

い
家
族
劇
で
す
。　

日
時　

◦
10
月
26
日
㈯

　

14
時
～
／
18
時
30
分
～

◦
10
月
27
日
㈰　

11
時
～

場
所　

四
国
学
院
大
学

　
　
　

ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

料
金　

◦
一
般　
　
　

２
，０
０
０
円

◦
学
生　
　
　

１
，０
０
０
円

◦
高
校
生
以
下　
　

５
０
０
円

※
前
売
券
は
い
ず
れ
も
２
０
０

円
引
き
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ

　

ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

日
程

　

①
11
月
2
日
㈯

　

②
11
月
17
日
㈰

時
間　

9
時
20
分
～
12
時
30
分

場
所　

香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

ド
ロ
ー
ン
を
所
有
し

　

て
い
る
方
、
ド
ロ
ー
ン
に
興

　

味
が
あ
る
方

※
①
②
の
ど
ち
ら
か
1
日
の
み

定
員　

各
日
90
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

内
容　

座
学
・
操
縦
体
験

※
操
縦
体
験
は
14
歳
以
上

申
込
期
限　

　

①
10
月
25
日
㈮

　

②
11
月
8
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
３
３

日
時　

11
月
9
日
㈯　
　

　

14
時
15
分
～
15
時
15
分

場
所　

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高

　

松
3
階　

大
ホ
ー
ル

演
者　

徳
島
大
学
医
学
部
名
誉

　

教
授　

荒
瀬　

誠
治
先
生

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

薬
剤
部

☎
０
８
７
︱
８
９
１
︱
２
３
１
０

日
時　

10
月
3
日
㈭

　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所
東
館

　

1
階　

デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

日
時　

10
月
5
日
㈯

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

内
容　

不
動
産
・
商
業
登
記
、

成
年
後
見
、
境
界
問
題
、
官

公
署
へ
の
許
認
可
、
届
け
出

手
続
き
お
よ
び
各
種
契
約
書

作
成
、
税
務
相
談
な
ど

相
談
担
当
者　

司
法
書
士
、
土

　

地
家
屋
調
査
士
、行
政
書
士
、

　

税
理
士

参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
５
７
０
１

日
時
・
場
所

◦
10
月
11
日
㈮
（
要
予
約
）

　

10
時
～
15
時

　

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　

会
議
室
5　

◦
10
月
16
日
㈬

　

10
時
～
15
時

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　

　

保
健
指
導
室

※
10
月
11
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
日
本

年
金
機
構
・
高
松
東
年
金
事
務

所
ま
で
電
話
で
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　

10
月
15
日
㈫　
　

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　

１
階　

打
合
室
１

相
談
内
容　

　

経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　☎

82
︱
７
０
２
１

日
時　

10
月
19
日
㈯　

　
　
　

13
時
～
16
時

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

参
加
費　

無
料

※
小
豆
郡
内
の
約
30
社
が
参
加

予
定
で
す
。
ま
た
、
予
約
は
不

要
で
す
の
で
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
庄

☎
62
︱
１
４
１
１

日
時　

10
月
26
日
㈯　

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

土
庄
簡
易
裁
判
所
民

　

事
調
停
委
員
、
高
松
家
庭
裁

　

判
所
土
庄
出
張
所
家
事
調
停

　

委
員

内
容　

金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、

　

交
通
事
故
、
土
地
境
界
、
夫

　

婦
関
係
、
親
子
関
係
な
ど
の

　

も
め
ご
と
一
切

※
調
停
手
続
き
の
予
定
の
な
い

方
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
相

談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
調
停
協
会

☎
62
︱
２
０
５
５

相
談

A
d
v
ice

こ
こ
ろ
の
悩
み
期
相
談

年　

金　

相　

談

ド
ロ
ー
ン
安
全
講
習
会

調
停
相
談
会

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

お
し
ご
と
相
談
会
２
０
１
９

「Show
 D

o 

島
ワ
ー
ク
」

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
公
演

「
隣
に
い
て
も
一
人
」

市
民
公
開
講
座
「
0
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」

「
法
の
日
」
四
士
業
合
同

無
料
相
談
会
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10月　くらしのカレンダー
　

３日 木 こころの悩み相談（要予約）14：30～16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

４日 金 食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00～11：00　小豆島町役場西館１階保健センター

８日 火
いこいの場　　　10：00～12：00　内海福祉会館
心配ごと相談所　13：30～15：30　小豆島町役場西館１階相談室３

10日 木 健康相談　　　　10：00～11：00　小豆島町役場西館１階保健センター

11日 金
健康相談　　　　 9：30～10：30　草壁会館
年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館２階会議室５
健康相談　　　　13：30～14：30　城山会館

15日 火
健康相談　　　　10：00～11：00　当浜第二集会所
よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00～15：30　小豆島町役場本館１階打合室２

16日 水
年金相談　　　　10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室
行政相談　　　　13：30～16：00　小豆島町役場西館１階相談室３

17日 木 １歳６か月児健診　13：15～14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成30年2月1日～4月14日生まれ）

21日 月 健康相談　　　　10：00～11：00　吉田地区浜集会所
22日 火 心配ごと相談所　13：30～15：30　池田保健センター1階保健指導室
27日 日 献血　　　　　　 9：30～15：30受付　小豆島ふるさと村

28日 月 すくすくルーム　10：00～12：00　イマージュセンター
（対象児：令和元年8月生まれ）

29日 火 行政相談　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階保健指導室

町内の
【8月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 15 24
負 傷 者 4 15 30
死 亡 者 0 1 0

火　　災 1 2 5
救　　急 85 566 557

【譲ります】

【求めます】

おまる（2つ）
ジャポニカ百科事典　18冊
電動ベット

自転車（小学生用）
ベビーベット

無償
無償
無償

無償
無償

役場では品物を預かっていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
碁盤・碁石､ 盆提灯、中古トランペット、
ベビーベット、ベビーカー、おまる、 バ
ウンサーはリサイクルできました。ご協
力ありがとうございました。

寄　付みなさんからの

小豆島町社会福祉協議会へ
　▷豊寿園（池田）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（7・8・9月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力を
お伝えしています。
　10月は、「道の駅・小豆島オリーブ公園収穫祭」、「オリーブの新漬け」、「瀬戸
内国際芸術祭2019秋会期・劇団ままごと」、「ラストスパート！瀬戸内国際芸術祭
2019」などの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

（敬称略）

10月1日から7日は
全国労働衛生週間

　「健康づくりは人づくりみん
なでつくる健康職場」をスロー
ガンに、それぞれの職場で労
働衛生管理活動の重要性を認
識し、着実に実行しましょう。
問い合わせ先
◦香川労働局健康安全課
　☎ 087−811−8920
◦高松労働基準監督署
　☎ 087−811−8945

毎月 19 日は「食育の日」朝ごはん大好き 野菜大好き 小豆っ子
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木
将
太
郎
・
き
ら
ら

緋
田　

勝
之
・
鐘　

云
清

氏
名　

夫　
　
　

妻

苗

羽

池

田

地

区

　『 
小
豆
島
で
生
き
た
い
！ 

』
現
住
所　

木
庄

佐さ
さ
き々木　

将し
ょ
う
い
ち一

さ
ん

　

初
め
て
小
豆
島
を
訪
れ
た
の

は
12
年
前
。
当
時
ま
だ
結
婚

前
だ
っ
た
妻
（
小
豆
島
出
身
）

に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。
就
職
す
る
ま
で
地
元
の
名

古
屋
か
ら
出
た
こ
と
が
な
か
っ

た
私
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
小

豆
島
の
存
在
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
船
で
し
か
渡
れ
な
い
小

豆
島
と
は
ど
ん
な
島
な
の
か
、

胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

訪
れ
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は

自
然
の
豊
か
さ
と
そ
の
距
離

感
で
し
た
。
海
の
水
が
き
れ
い

で
、
す
ぐ
そ
こ
に
山
が
あ
り
、

そ
し
て
何
よ
り
見
え
る
星
の
数

の
多
さ
に
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。
私
は
あ
っ
と
い
う
間
に
島

に
魅
了
さ
れ
、
連
休
の
度
に

「
ち
ょ
っ
と
ま
た
島
帰
ら
ん

か
」
と
、
ま
る
で
自
分
の
故
郷

へ
帰
省
す
る
よ
う
な
感
じ
で
妻

に
言
う
く
ら
い
小
豆
島
を
好
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

島
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い

は
日
に
日
に
強
く
な
り
、
移
住

を
意
識
す
る
頃
に
は
名
古
屋
か

ら
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
小
豆

島
を
訪
れ
る
よ
う
に
。
さ
ら

に
、
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
の

び
の
び
と
子
育
て
を
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
3

人
の
子
供
を
育
て
る
に
は
小
豆

島
は
最
高
の
環
境
だ
と
思
い
、

移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
に
引
っ
越
し
て
き
て

丸
2
年
、
現
在
私
は
妻
の
実
家

の
家
業
で
あ
る
仕
出
し
弁
当
の

会
社
は
ま
ゆ
う
を
継
ぐ
た
め
調

理
の
業
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
島
に
来
る
ま
で
は

営
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
、
ま
だ
ま
だ
料
理
は
修
行
中

の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事

を
す
る
上
で
一
番
大
切
に
し
て

き
た
、
「
お
客
様
の
た
め
に
」

と
い
う
思
い
は
場
所
や
仕
事
、

ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
も
不
変

で
す
。
「
島
で
働
く
方
々
の
お

腹
を
満
た
し
て
昼
か
ら
も
お
仕

事
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

島
を
観
光
に
来
た
方
々
に
小
豆

島
は
良
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
ね
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
い

し
い
料
理
を
届
け
た
い
。
」
と

い
っ
た
「
お
客
様
の
た
め
に
」

と
い
う
思
い
が
少
し
で
も
地
域

の
た
め
、
そ
し
て
小
豆
島
の
た

め
に
な
る
よ
う
、
多
く
の
お
客

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
、

よ
り
良
い
も
の
を
提
供
し
て
い

け
る
よ
う
に
今
後
も
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

楠　

美
重
子

山
本
敏
明

武
井
朝
雄

氏　

名

90 89 87 歳

義

昭

重

敏

湊 

昌
利

届
出
人

吉

野
〃
池

田

地　

区

西
山
末
治

手
塚
清
隆

西
川
貞
二

岡
林
満
子

松
尾
梅
子

空
澤
昌
士

空
崎
フ
サ
子

保
㟢
シ
ズ
ヱ

泉　

卓
次

97 88 88 97 92 94 84 87 95

泰
ミ
ナ
子

晃

子
明
俊

男

信

司

志

朗

秀

雄

明

美

〃
福

田

堀

越

苗

羽
〃
安

田

木

庄

神
懸
通

蒲

野

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　

生　

（
10
人
）

◎
婚　
　

姻　

（
２
組
）

◎
死　
　

亡　

（
12
人
）

2019.10 20

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ

第
57
回
写
真
展

　

毎
年
恒
例
の
フ
ォ
ト
集
団
オ

リ
ー
ブ
の
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰　

　
　
　

9
時
～
18
時

場
所　

内
海
福
祉
会
館　

２
階

主
催　

フ
ォ
ト
集
団
オ
リ
ー
ブ
、　

　

全
日
本
写
真
連
盟
小
豆
島
支
部

三
好
結ゆ

き季

池
元
朝さ

な奈

坂
口
蒼あ

ん
な心

坂
田　

葉よ
う

舟
木　

蓮れ
ん

藤
塚
大た

い
し史

溝
渕
莉り

あ彩

藤
本
航こ

う生

田
中
絃い

と
は葉

白
木
颯そ

う
ご悟

赤
ち
ゃ
ん

女女女男男男女男女男性
別

輝

明

大

樹
歩光

翔
一
朗
啓
大

介

崇

仁

秀

輝

郁

夫

届
出
人

福

田

馬

木
橘
神
懸
通

西

村

蒲

生
〃〃〃

池

田

地　

区

人　口
男　性
女　性
世帯数

人
人
人
世帯

（△ 18 人）
（△ 16 人）

（△ 2 人）
（△ 3）

（９月１日現在（　）内は前月比）

13,915
6,573
7,342
6,272


